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旧巡礼宿「婦ぢや」
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桜井橋現在は通行不可→

●馬頭観音石仏 ← 畑の小道をぬけ土手道を行く
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奈良川橋

文政12年（1829）の勢至塔

出発「松井田」

本来は、馬坂を下り赤平川
に架かる仮橋を渡った。
（現在通行不可）
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本来は吉田川を渡り、土手道を行く（現在通行不可）
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ここから
古道途切れる

八坂神社

秩父温泉
満願の湯

上州方面の帰来巡礼道→
青い線は迂回道

秩父市

久長

太田

野巻頼毋（たのぶ）沢

桜井

泉田交差点

△破風(はっぷ)山
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秩父事件の道でもある
*水込（みずこめ）とは34番水潜寺のことである

平石（ひらなめ）馬頭尊堂、

平石馬頭尊堂から札所34番までは、
江戸古道の雰囲気を充分味わえる→

626.5m

580m
江戸時代関東にとっては西国は遠
い場所であったので、西国堂では西
国33観音の写しを置いていた。
坂東、秩父を巡り、ここにお参りすれ
ば、百観音巡拝ができたことになる
のである。

天保10年（1839）の庚
申塔には青面金剛の彫
刻。境内には如意輪観
音、大日如来の石仏。

←

台風、大雨などで、倒
木や土砂崩れが発生
する場合があります。
ご注意下さい。

台風、大雨などで、倒木や土砂
崩れが発生する場合がありま
す。ご注意下さい。

←

←

天保11年（1840）着工、弘化4年（1847）完成
2.5mほどの大きな宝篋印塔（明和5年1768）
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札所34番水潜寺
　秩父34番、日本百番の結願寺。文化11
年（1814）再建、文政12年（1821）改築
の観音堂。日本百番結願堂、仏足堂、長命
水などがある。

札所33番菊水寺
　本堂は文政3年（1820）再建され、寛保
3年（1743）の芭蕉句碑、「子返しの図」
「孝行和讃」の大絵馬がある。埼玉県指
定文化財の菊水寺聖観音像は藤原時代の
作で檜の一木造りである。

バス停「札所前」
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道の駅龍勢会館
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大徳院
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バス停「松井田」

↑5分

↑30分

↑15分

↑15分

↑45分

↑25分

↑55分

↑25分

↑10分

↑15分

所要時間（徒歩）

、

約11km 松井田〜札所34番
札立峠を歩くみち ■峠越えの醍醐味を存分に味

わえるコースです。時間のあ
る方は、江戸巡礼古道帰路の
根古屋橋まで歩いてみてもそ
の雰囲気が楽しめます。バス
の本数が少ないので、時刻につ
いては前もって皆野町営バス
（☎0494-62-1230）に問い
合わせておくことが必要です。

札所34番水潜寺札所34番水潜寺

札所33番菊水寺札所33番菊水寺


